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交通事故相談日

4月22日(火〉

市役所市民相談室

10時---15時
なるべく事故lご関係の
書頚をご持参下さい
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健康相談室

健康 相談 室開 所式

お気軽にどうぞ

健康相談室

4月 1日スター卜

O 

乙

乙

を

と

じ

て

く

だ

妊 婦 教 室

さ

し、

..... ~ヘ

赤ちゃんの入浴のさせ方実百

鳴るく緩擦な都議づくり O 

4月1日、市庁舎内lζ健索相談室が開設されました

相談室では皆さ んの健療保持 ・増進を願って、保健

婦が相談に応じ ています。

乙れからの大村を担う立派な子供を生み、育てるた

めに一番大事な時期を過しておられる妊娠中の婦人を

対象に「妊婦相談」及び妊娠、出産の正しい知識を身

につけてもらう ため「妊婦教室」子供の心と体の健や

かな成長のために乳児の心身両面の健嘆相談、成人病

予防のために血圧その他健康相談など、健康に関する

いろいろの相談に応じています。

お気罷lこ相談されますよう、おすすめします。

乙の外成人病予防対策として、 胃の集団検診、婦人

検診、循環器疾患等健豪診断、結核健索診断fJ.ど、い

ずれも無料で実施され、病気の早期発見のため、各地

区衛生組織並びに関係機関との連けいのもとに「明る

く健康な都市づくり」に一層の努力を図っています。
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挙選員議d会』
Zミ議市

伸びゆく郷土一票が築く幸せ

四
月
二
十
七
日
は
市
議
会
議
員

一
般
選
挙
の
投
票
日
で
す
。

投
票
時
間
午
前
七
時
か
ら
午
後

六
時
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
人
も
れ
な
く
必
ず
正
し
い
投

票
を
し
ま
し
ょ
う
。

投票日 4月 27日

投
票
所
に
は
必
ず

投
票
所
入
場
券
を

投
票
所
で
は
必
ず
投
票
所
入
場

券
を
受
付
へ
提
示
し
て
下
さ
い
。

入
場
券
を
な
く
し
た
人
は
受
付

へ
申
し
出
て
再
発
行
を
し
て
も
ら

っ
て
下
さ
い
。

投
票
日
に
サ
イ
レ
ン

四
月
二
十
七
日
の
投
票
日
に
は

午
前
七
時
に
一
分
間
サ
イ
レ
ン
を

吹
鳴
し
ま
す
。

火
災
と
ま
ち
が
わ
な
い
よ
う
に

し
て
下
さ
い
。

~ 

い

な

く

選

ん

悔

開
票
所
は
市
民
体
育
館

市
議
会
議
員
選
挙
の
開
票
所
は

市
民
体
育
館
で
、
当
日
午
後
七
時

三
十
分
か
ら
開
票
を
始
め
ま
す
。
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そ

大

村

香

四
月
一
日
、
午
前
十
一
時
香
港

観
光
団
百
三
十
二
人
が
大
村
新
空

港
を
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。

当
初
予
定
の
四
月
一
日
オ
ー
プ

ン
に
合
せ
て
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
組

ま
れ
た
も
の
で
、

福
岡
空
港
を
経

由
し
て
パ
ス
で
大
村
を
訪
れ
ま
し

た。
歓
迎
に
は
市
長
、
助
役
を
は
じ

め
市
関
係
者
並
び
に
商
工
会
議
所

観
光
協
会
、

青
年
会
議
所、

農
協

婦
人
会
、
青
年
団
約
六
十
人
が
迎

え
ま
し
た
。

市
長
、
観
光
協
会
の
歓
迎
あ
い

さ
つ
、
観
光
団
代
表
の
答
礼
の
あ

い
さ
つ
の
後
、
空
港
施
設
を
見
学

心
ず
く
し
の
ジ
ュ
ー
ス
に
の
ど
を

う
る
お
し
、
ロ
ビ
ー
で
は
お
互
い

に
肩
を
並
べ
て
記
念
写
真
を
と
り

あ
い
、
な
ご
や
か
な
う
ち
に
交
歓

で

伸

び

ゆ

く

〆¥、

港

観

団

光

市
ひ
と
と
き
を
過
し
、
別
れ
を
惜

し
み
な
が
ら
、

長
崎
へ
と
向
か
い

ま
し
た
。

新
空
港
が
果
し
た
日
中
友
交
親

善
の

一
こ
ま
で
し
た
。

合
会
合

郷
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…
新
空
港
い
よ
い
よ
オ
ー
プ
ン

7

V

5

月

1
日

か

ら

開

始

相

~
待
望
の
新
空
港
が
五
月
一
日
オ
大
村
警
察
署
か
ら
の
要
望
)

h

v

l
プ
ン
に
な
り
ま
す
。

※

放

虎

原

ラ

グ

ビ

ー

場

前

発

↑

↓

〈

ん

開

港

式
典
は

午

前

十

時

か

ら

午

新

空

港

入

口

一

ん
後
三
時
ま
で
行
わ
れ
ま
す

。

※

運

行

時

間

午

前

十

時

t
午
後
八

川

祝

賀

会

に
は
地
元
民
芸
を
代
表

三
時

1
十
五
分
間
隔
で
運
行

v

f

し
て
黒
丸
踊
六
十
人
が
出
演
、
大
な
お
、
空
港
を
見
学
さ
れ
る
入
品

~
村
漁
協
、
東
部
漁
協
か
ら
は
漁
船

は
、
な
る
べ
く
二
日
以
降
に
さ
れ
~

ゲ
二
百
五
十
隻
が
海
上
パ
レ
ー
ド
を
た
ほ
う
が
見
学
も
十
分
で
き
る
乙
~

《

行

い

ま

す

。

と

と

思

い

ま

す

。

~

V

当
日
は
相
当
の
混
雑
が
予
想
さ
ム
黒
丸
踊

午
後
十
二
時
三
十
什

い
れ
、
一

般
参
観
者
は
自
家
用
車
で
分
市
民
会
館

ゲ

ん
の
乗
入
れ

が

で

き

ま

せ

ん

の

で

、

ム

漁

船

パ

レ

ー

ド

川

ハ
パ
ス
を
ど
利
用
下
さ
い
(
県
及
び
午
後
三
時
空
港
周
辺
海
面

~
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当
入

売
加

公

話

一

居

間

唱

F

市
税
滞
納
に

よ
り
差
押
え
た

電
話
加
入
権
を

次
の
と
お
り
公

売
し
ま
す
。

希
望
者
は
定

刻
ま
で
に
印
鑑

と
買
受
代
金
を

持
っ

て
き
て
下

さ
い
。

日
時
四
月
二

十
二
日
午
前

十
時

場

所

市
役
所
第
二
会
議
室

公

売

方

法

一
般
競
争
入
札

公
売
保
証
金

見
積
価
額
の
百
分

の
十

代
金
納
付
方
法

当
日
即
納

ム
公
社
の
譲
渡
承
認
が
得
ら
れ
な

い
場
合
は
売
却
決
定
を
取
り
消

し
ま
す
。

公
売
物
件

電
話
加
入
権

大
村
局

③
|
一
九
六
五

大
村
局

@
l

七
七
二
二

ム
詳
し
く
は
市
収
納
課
へ
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(
本
山
取
次
)

一
楽
吉
作

松
原
地
区

宮
原

梅

二

①

i
O八
二
九

(
昭
和
回
年
度
〕

春

大

掃

除

の

萱
瀬
地
区

禿

鶴

雄

福
重
地
区

⑤
ー
五
六

O
九

①
ー
八
二

O

一

4
月

何

日

i
初

日

環
境
衛
生
監
視
員

市
は
、
四
月
二
十
日
か
ら
三
十
い
街
づ
く
り
の
た
め
、
乙
の
期
間
M

'
白
ま
で
、

春
の
市
内
い
っ
せ
い
大
内
の
適
当
な
日
を
選
び
、
町
内
い
M

W

掃
除
期
間
を
定
め
、
市
内
全
町
内
っ
せ
い
に
行
わ
れ
る
な
う
お
願
い
m

w

で
実
施
し
て
い
た
だ
く
よ
う
計
画

し
ま
す
。

w

m

し

ま

し

た

。

な

お

、

実

施
要
領
に
つ
い
て
は
日

付

家
庭
内
外
の
清
掃
、
下
水
溝
の
各
町
務
連
絡
員
か
ら
回
覧
で
通
知
川

町
清
掃
、
周
囲
の
雑
草
と
衛
生
害
虫

し
ま
し
た
。

M

W

駆
除
を
行
い
、
蚊
や
ハ
エ
の
い
な

w

最
近
、
飼

い
犬
の
放

し
飼
い
に

よ
り
人
畜

.
農
作
物

な
ど
に
被

か
け
る
犬
の
放
し
飼
い
は
絶
対
に

し
な
い
よ
う
飼
育
者
の
積
極
的
な

ど
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
昼
間
は
つ
な
い
で
い
て

も
夜
に
な
る
と
飼
い
犬
が
ほ
え
て

騒
が
し
い
か
ら
と
い
っ
て
放
す
人

が
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
、
特
に
危

険
で
す
か
ら
絶
対
に
つ
な
い
で
飼

う
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

他
市
で
は
、
子
供
に
散
歩
中
の

犬
が
お
そ
い
か
か
り
、
死
亡
さ
せ

る
と
い
う
悲
惨
な
事
故
が
お
き
て

い
ま
す
。
人
を
か
む
お
そ
れ
の
あ

る
犬
は
口
輸
を
か
け
る
か
、
丈
夫

な
オ
リ
の
中
に
入
れ
て
飼
う
よ
う

に
し
て
下
さ
い
。

こ
の
よ
う
に
、

飼
い
犬
が
人
を

跡
の
形
態
、
自
然
美
を
生
か
し
つ
一

つ
、
園
池
、
園
路
、
園
樹
及
び
修

…

景
、
休
養
施
設
な
ど
公
園
施
設
の
一

充
実
整
備
を
図
っ
て
い
ま
す
が
、
-

特
に
つ
つ
じ
.
噴
水
、
案
内
板
、
-

い
す
、
水
飲
み
場
、
魚
、

鳥
な
ど
~

は
市
民
の
協
力
を
得
て
整
備
さ
れ
…

た
も
の
で
あ
り
、

意
義
深
い
公
園
一

で

す

。

一

犬の放し飼いは絶対にやめよう

日
人
決
ま
る

'" '"飼育者のご協力を'"'" 

昭
和
五
十
年
度
の
環
境
衛
生
監

視
員
が
次
の
と
お
り
決
ま
り
ま

し
た
。

。
監
視
員
の
任
務

監
視
員
は
明
る
く
健
康
的
な
街

づ
く
り
の
た
め
、
河
川
・
空
き

地
へ
の
不
法
投
棄
を
す
る
人
の

監
視
や
取
り
締
り
を
す
る
乙
と

で
す
。

司

市
民
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

ま
た
不
法
投
棄
を
み
か
け
ら
れ

た
人
は
、
そ
の
地
区
の
監
視
員
へ

通
報
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す

。
環
境
衛
生
監
視
員

三
浦
地
区

浅
井

健

二

鈴
田
地
区

渡
辺

好
美

大
村
地
区

与
崎

喜
市

神

近

正

記

西
大
村
地
区

村

木

一

雄

児
玉

幸

竹
松
地
区

森

文

人

長

岡

秋

人

③
l
三
二
六

O

害
を
こ
う

む
り
、
ま

た
ゴ
ミ
箱

を
荒
さ
れ

て
因
る
と

い
う
苦
情

②
ー
四

O
九
O

か
ん
だ
り
す
る
の
は
、
や
は
り
飼

い
主
が
つ
な
い
で
ば
か
り
い
る
た

め
に
気
が
荒
く
な
る
た
め
で
す
。

愛
犬
が
、
気
が
荒
く
な
っ
て
人

畜
に
被
害
を
与
え
な
い
よ
う
少
な

く
と
も
、

朝
夕
二
回
は
丈
夫
な
鎖

か
ひ
も
で
つ
な
い
で
散
歩
に
連
れ

て
行
く
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

い
つ
も
つ
な
い
で
お
く
乙
と

②
ー
五
五
七
四

③
|
三
二
三

O

ω
飼
い
犬
を
捨
て
る
と
き
は
、

所
定
の
不
用
犬
回
収
箱
に
入
れ

る
こ
と
。

が
多
く
出

て
い
ま
す

こ
の
よ

う
に
他
人

に
迷
惑
を

②
l
四
四
九

③
|
三
四
三

@
不
用
犬
の
回
収
日
は
、
毎
週
火

・
金
曜
日
の
午
前
中
と
毎
月
十

四
日
で
す
。
回
収
箱
は
、
市
役

所
と
各
出
張
所
に
あ
り
ま
す
。

り

⑤

l
七
二

O
六

⑤
|
八
九
三
九

おおむ

「
飼
い
主
の
義
務
」

@
未
登
録
犬
、
放
し
飼
い
の
犬
は

捕
か
く
し
ま
す
の
で
、
未
登
録

犬
は
、
直
ち
に
登
録
を
す
ま
せ

絶
対
に
、

放
し
飼
い
を
し
な
い

よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

ω
生
後
三
カ
月
以
上
の
飼
い
犬

は
毎
年
一
回
登
録
と、

春

・
秋

二
回
の
狂
犬
病
予
防
接
種
を
受

け
さ
せ
る
乙
と

ク
リ
ー
ン
ボ
ッ
ク
ス
を
贈
呈

大
村
湾
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

市政だより

さ
く
ら
、
つ
つ
じ
、
花
菖
蒲
と

県
下
の
名
所
と
し
て
有
名
な
大
村

公
園
は
、
市
民
の
い
こ
い
の
場
と

し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
美
し
い
大
村
を
守
る
た
め

大
村
湾
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
(
辻

田
昌
徳
代
表
取
締
役
社
長
)
か
ら

二
十

個

の
ク
リ
ー
ン
ボ
ッ
ク
ス

(
ゴ
ミ
箱
)
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

市
は
都
市
公
園
事
業
と
し
て
城

⑨
人
に
頼
る
な
環
境
づ
〈
り

ω
飼
い
犬
は
、
飼
い
主
が
占
有

す
る
以
外
の
場
所
に
放
し
飼
い

を
し
な
い
こ
と
。
た
だ
し
、
人

畜
に
被
害
を
加
え
、
ま
た
は
、

加
え
る
お
そ
れ
の
あ
る
犬
は、

⑥
捨
て
る
よ
り

拾
う
気
持
と
心
が
け

清
潔
で
明
る
い
環
境
と
健
康
な

都
市
づ
く
り
を
推
進
し
ま
し
ょ
う

(3) 
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(険 j

ー
高
額
療
養
費
制
度
を

ご
存
知
で
す
か
l

①
高
額
療
養
費
支
給
制
度
と
は

国
民
健
康
保
険
で
は
診
療
に
要

し
た
費
用
の
七
割
を
保
険
が
負
担

し、

あ
と
の
三
割
が
被
保
険
者
負

担
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
乙
で
、
乙
の
被
保
険
者
が一

カ
月
単
位
に
、
そ
し
て
同

一
の
医

療
機
関
ご
と
に
三
万
円
を
超
え
て

「被
保
険
者
負
担
分
」刊
を
支
払

っ

た
場
合
に
は
、

そ
の
三
万
円
を
超

え
た
金
額
を、

世
帯
主
の
申
請
に

よ
り
「
払
戻
す
」
と
い
う
制
度
で

す

(
四
十
九
年
十
月
診
療
分
か
ら

実
施
)

@
高
額
療
養
費
の
支
給
を
受
け
る

場
合
の
手
続
き
は

高
額
療
養
費
支
給
申
請
書
(
保

険
年
金
課
に
あ
り
ま
す
〉
に
記
入

し
て
提
出
し
ま
す
と
.
所
定
の
審

査
を
し
た
上
、

約
二
カ
月
後
に
世

帯
主
に
対
し
て
支
払
通
知
を
差
し

上
げ
ま
す
の
で
、
印
鑑
持
参
の
上

会
計
課
で
お
受
け
と
り
下
さ
い
。

な
お
詳
細
に
つ
い
て
は
保
険
年

金
課
に
お
た
ず
ね
下
さ
い
。

:
・
は
り
、
き
ゅ
う
施
術
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
・

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
が

は
り
、
き
?
っ
施
術
を
受
け
た
と

き
は
、
一

回
に
つ
き

二
百

四
十

五
円

(
四
月

一
日
か
ら

改
正
前

は
二
百
十
円
)
を
市
が
負
担
し
ま

す
。
な
お
回
数
は
被
保
険
者

一
人

月
七
回
以
内
で
す
。
ど
面
倒
で
す

が
.
は
り
、
き
?
っ
施
術
を
受
け

ら
れ
る
と
き
は
、
被
保
険
者
証
と

印
鑑
を
ど
持
参
下
さ
い
。

一
お

願

い

①
国
民
健
康
保
険
の
異
動
の
届
け

出
は
必
ず
十
四
日
以
内
に
届
け

出
て
下
さ
い
。

特
に
社
会
保
険

加
入
、
喪
失
な
ど
お
忘
れ
な
く

①
交
通
事
故
で
ケ
ガ
を
し
て
国
民

健
康
保
険
を
使
用
さ
れ
る
場
合

は
届
け
出
て
下
さ
い
。

ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会

傷
害
保
険
に
加
入
を

乙
の
保
険
は
、
十
人
以
上
の
団

体
で
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
中
の
傷
害

臨
鱒
繍
燃
機
購
ト
いや級

車
い
す
使
用
者
の
住
宅
完
成

調
翻
翻
隠
…
川一繍
溺

v一
議
薯
錦
繍
闘
鎌
一
一
一汗
ふ
一
+
時

融

一
二
機
…
二
円

池

田

ア

パ

ー

ト

¥¥

幽

顕

韓

関

た

ぶん一一
J

…一一長一一

池
田
ア
パ

ー
ト
、
へ
棟

(一一
干

慮

し

、
特
に
浴
室
や
ト
イ
レ

に
は

山

…一…
購
鱗
綴
綴
繍
繍
A
¥

J

二
戸
建
て
)
に
身
体
障
害
者

(車

手
す
り
を

つ
け
る
な
ど、

入
居
者
川

…醐
鵬
鱗
離
職
轍
臨
機

…

い
す
使
用
者
)
用
住
宅
四
戸
を
建

が

使

用
し
や
す
い
よ
う
に
建
設
さ
ん

d

醐
輔
鰯
融

調
仁
〉
総
人
法
……
一
紘一

…一…
設
し

ま

し

た

。

れ

て

い

ま
す

0

• 

“

仁

川

-

二
二

一

室
内
へ
は
車
い
す
に
乗
り
な
が

戸

当

り
の
工
事
費
は
約
四
百
一

一
圃
輯
融
機
J
…t
i…………

J

J
」
輪

一山

ら
自
由
に
出
入
り
で
き
る
よ
う
考

七
万
九
千
円
で
す
。

書画

、ー

の

~ 
フTて

良

く

も

事
故
に
対
す
る
保
険
で
す
。

。
対
象
と
な
る
事
故

山
被
保
険
者

(保
険
加
人
団
体
の

団
体
員
)
の
所
属
す
る
団
体
の

管
理
下
で
活
動
中
の
傷
害

凶
団
体
が
指
定
す
る
集
合
、

解
散

場
所
と
被
保
険
者
の
住
所
と
の

通
常
の
経
路
往
復
中
の
傷
害
。

@
保
険
料

一
人
一
口
百
円

(一

人
二
口
ま
で
)

@
俣
険
期
間

四
月
一

日
l
昭
和
五
十
一

年

月
三
十
一

日

。
保
険
令
額

悪

る

く

も

な

る

政

治

労働保険の年度更新手続きを

一納期は 5月 15日までー

今
年
度
の
労

働
保
険
の
概
算

保
険
料
と
昨
年

度
の
確
定
保
険

料
の
申
告
と
納

付
手
続
き
の
時

期
で
す
。

申
告
、
納
付

に
つ
い
て
次
の

点
に
ど
留
意
下

さ
い
。

。
労
働
保
険
の

給
付
改
善
に
伴

い
労
災
保
険
率

が
改
定
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、

昨
年
度
の
確
定

保
険
料
か
ら
、

乙
の
分
も
含
め

て
申
告
、
納
付

す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

@
雇
用
保
険
制

度
の
創
設
に
伴

い
四
月
一
日
か
ら
雇
一
用
保
険
率
が

千
分
の
十
三
(
農
林
水
産
・
建
設

.
清
酒
製
造
の
事
業
は
千
分
の
十

五
)
と
定
め
ら
れ
、
労
使
の
負
担

率
が
変
り
ま
し
た
。

@
年
度
更
新
手
続
き
説
明
会

説
明
会
の
日
程
は
文
書
で
案
内

し
ま
す
が
、
開
催
日
時
は
次
の
と

お
り
で
す
。

個
別
事
業
所

四
月
八

t
十
五
日

な
お
、
昭
和
五
十
年
度
の
申
告

納
付
は
労
災
保
険
料
お
よ
び
雇
用

保
険
料
だ
け
で
な
く
、
保
険
料
を

延
納
す
る
場
合
の
基
準
額
の
引
き

上
げ
、
そ
の
他
従
来
の
事
務
処
理

と
大
分
変
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
各
種
届
け
書
な
ど
の
様
式

も
大
幅
に
改
定
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
説
明
会
に
は
万
障
お
繰
り
合

せ
の
う
え
ご
出
席
い
た
だ
き
、
正

し
い
申
告
、
納
付
を
法
定
納
期
の

五
月
十
五
日
ま
で
全
事
業
所
も
れ

な
く
済
ま
せ
て
下
さ
い。

1
J
-

、a'
-
t
f
E

、，
ごう-
，‘、
J

一's
，.Fご一
、，，
eee

‘・、E
J
p
e
-

，z
、一‘ょ''
'
'
t
r

島、、，
-ee
--e

‘、J
一三
・

五
十
万
円

(二
口
の
場
合
、
百

万
円
)

@
医
療
保
険
金

医
師
の
治
療
を
受
け
、
平
常
の

生
活
ま
た
は
、
仕
事
が
で
き
る

よ
う
に
な
る
ま
で
の
問
、
治
療

日
数

一
日
に
つ
き
五
百
円

(被

害
の
日
か
ら
百
八
十
日
が
限
度

)
、
但
し
治
療
日
数
七
日
未
満

の
傷
害
は
保
険
金
支
払
い
の
対

象
と
な
ら
な
い
。

@
申
込
受
付
期
日

七
月
三
十
一

日
ま
で

※
加
入
手
続
き
な
ど
詳
し
く
は
体

育
課
に
ど
相
談
下
さ
い
。
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票

が

築

く

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

 

開
発
許
可
の
制
度
を
新
設

4
月

1
日
か
ら
実
施

こ
の
た
び
、
市
街
化
区
域
及
び

市
街
化
調
整
区
域
に
関
す
る
都
市

計
画
が
定
め
ら
れ
て
い
な
い
都
市

計
画
区
域

(建
築
確
認
申
請
が
必

要
な
区
域
)
に
つ
い
て
も
一
定
規

模

(
三
干
ば
、
約
九
百
坪
)
以
上

の
開
発
行
為
に
つ
い
て
環
境
保
全

災
害
の
防
止
、
並
び
に
利
便
の
確

保
な
ど
の
見
地
か
ら
開
発
許
可
の

制
度
を
設
け
る
乙
と
に
な
り
、
健

全
な
住
み
止
い
ま
ち
づ
く
り
を
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

りおおむ市政だより(5) 

。
宅
地
造
成
な
ど
は
許
可
制
度

都
市
計
画
の
区
域
内
で
は
宅
地

造
成
な
ど
の
開
発
行
為
(
主
と
し

て
建
築
物
の
建
築
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
プ
ラ
ン
ト
や
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
な

ど
の
特
定
工
作
物
の
建
設
の
用
に

供
す
る
目
的
で
行
う
土
地
の
区
画

形
質
の
変
更
)
は
原
則
と
し
て
知

事
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

。
許
可
を
必
要
と
す
る
面
積
三
千

Jm
以
上

つ
く
る
幸
せ

中
地
区
公
民
館
で
は
)
四
月
三

日
か
ら
七
日
ま
で
、
実
行
委
員
会

(代
表
古
川
和
代
さ
ん
)
が
第
四

回
春
の
グ
ル
ー
プ
展
ハ
写
真
)
を

開
催
し
ま
し
た
。

会
場
に
は
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン

.
フ
ラ
ン
ス
刺
し
ゅ
う

・
洋
画

・
幸

せ

伸

び

ゆ

く

@
実
施
月
臼

四
月
一
日

詳
し
く
は
諌
早
土
木
事
務
所
建

郷

土
築
課
ま
た
は
県
庁
土
木
部
建
築
課

へ
お
た
ず
ね
下
さ
い
。

e

、---z
‘，，
，eご島、
、，
、te-
，‘、
JZ
，，，‘
-ご-e
、，，
e，-r
‘、，
re-
一，‘、
ご2-
，，
.S・J・、z'
-ee--
E、ar
ee-，z、一J
・，，

回

募集

5 

ロ
ロロ

第

作
// 

(最
終
日
は
午
後
四
時
ま
で
〉

会
場

市
民
会
館
会
議
室

出
品
部
門
と
体
裁

ム
洋
画
H
F
号
六
以
上
で
額
縁
入

A
日
本
画
(
南
画
)
H
F
八
号
以
上

で
表
具
を
つ
け
る

ム
書
道
H

色
紙

(条
幅
は
半
切
)

以
上
で
額
入
ま
た
は
表
装
と
し

仮
巻
は
認
め
な
い
。

市
は
、
第
十
五
由
美
術
展
覧
会

の
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

会
期

五
月
二
十
三
日

l
二
十
六

日

午
前
九
時

t
午
後
五
時

ひ
ろ
げ
る
喜
び

ム
写
真
U

モ
ノ
ク
ロ
、
カ
ラ
ー
を

間
わ
ず
、
枠
張
り
ま
た
は
額
入

り
と
し
、
単
ま
た
は
組
写
真
共

半
切

(
但
し
カ
ラ
l
は
四
ツ
切

)
以
上
全
倍
を
限
度
と
す
る
。

ム
彫
塑
工
芸
H

竹

・
木
工
芸
、
陶

第

4
回

春

の

ゲ

ル

l
ブ

展

手
芸

・
華
道

・
楽
焼

・
庭
園

・
な

ど
五
百
点
も
の
作
品
が
室
内
い

っ

ぱ
い
に
展
示
さ
れ
、
大
勢
の
人
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

会
員
は
毎
週
二
田
中
地
区
公
民

館
で
勉
強
し
た
結
果
を
展
示
し
て

こ
の
機
会
を
反
省
の
場
と
し
て
、

新
し
い
分
野
に
意
欲
を
も
や
し
て

い
ま
す
。

現
在
グ
ル
ー
プ
の
人
員
も
増
え

若
い
人
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
月

二
回
の
勉
強
を
楽
し
み
に
励
ん
で

い
ま
す
。

ご‘
、.2
・t'
L
J
-
ar
--f
、，
Z1
t
y
r
-
-，E
F
-
-
E
，・・5
・、a
・2
・J
t
-
f
-2r-
z
f
、，r
e--r
、J
・・3
・、.
・2.
，，、
・f-
、ィ

、
•• 

一N
・B
-
C
ラ

ジ

オ

〉

F
 

一

市

民

ダ

イ

ヤ

ル

を

開

設

~

、

へ

kw 

v

四
月
か
ら
「
市
民
ダ
イ
ヤ
ル
」
土
曜
日
の
午
後
二
時
に
は
、
ぜ
川

会

開

設
さ
れ
ま
し
た
。

ひ
ラ
ジ
オ
の
ス
イ

ッ
チ
を
入
れ

て
一

ν

毎
週
土
曜
日
三
十
分
番
組
(
午

下
さ
い
。

ハ
後
二
時

l
二
時
三
十
分
)
の

N
B

な
お
皆
さ
ん
の
と
こ
ろ
で
珍
し
〈'

 

ぃ

C
希
望
音
楽
会
コ
ー
ナ
ー
に
組
み
い
出
来
事
や
話
題
が
あ
り
ま
し
た

V

~
込
ん
で
、
各
市
の
情
報
(
お
知
ら
ら
市
総
務
課
広
報
係
ま
で
お
知
ら
め

ゾ
せ
)
話
題
な

ど

放

送

し

ま

す

。

せ

下

さ

い

。

ん

(
J
-'z
t

f二
(

f'
J
'J-
〉
ze--
k
f
1
f
J
z
J
'
J
3
1
t
f
~
r
J
J
't
J
、
ごち
t
J
，

t
同

芸
、
染
色
と
し
陳
列
に
便
利
で

安
全
な
体
裁
に
す
る
乙
と
。
但

し
石
、
木
の
根
な
ど
で
創
作
性

に
乏
し
い
も
の
は
認
め
な
い
。

ム
版
画
H

洋
画
の
体
裁
に
準
ず
る

ム
商
業
美
術
H
西
洋
紙
全
紙
大
で

枠
張
り
ま
た
は
台
紙
を
つ
け
る

出
品
資
格

市
内
在
住
の

一
般
の
人
(
市
内

に
職
場
の
あ
る
通
勤
者
も
準
ず

る
)
但
し
小
・
中
学
生
は
除
く

出
品
作
品
の
制
限
・
点
数

自
作
未
発
表
(
市
展
)
の
も
の

に
限
る
。

各
部
門
と
も
各
人
二

点
ま
で
と
す
る
。

出
品
手
数
料

出
品
者
各
部
門
ご
と
に
一
人

百
円
。

出
品
申
込

所
定
の
申
込
書
に
出
品
手
数
料

を
添
え
五
月
十
日
ま
で
に
市
社

会
教
育
課
へ
。
(
期
日
厳
守
)

作
品
搬
入

五
月
二
十
二
日
午
前
九
時
か
ら

午
後
一
時
ま
で
に
会
場
へ
。

作
品
搬
出

最
終
日
終
了
後
直
ち
に
.
そ
れ

以
後
は
責
任
を
負
い
ま
せ
ん
。

審
査

行
い
ま
せ
ん
。

そ
の
他
詳
し
く
は
市
社
会
教
育

課
(
③
l
四
一
一
一
)
へ
。
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童
画
の
大
壁
画
を
ど

，、d、，ヘ戸、~可

りおおむ

禽

三

域

保

育

所

完

成

命
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d 、
フE

成
さ
れ
た
保
育
所
全
景

三
城
保
育
所
が
移
転
新
築
し
ま

し
た
。
新
し
い
保
育
所
は
市
水
道

部
裏
側
の
杭
出
津
郷
字
川
崎
で
市

内
保
育
所
の
モ
デ
ル
に
し
よ
う
と

設
計
工
夫
を
し
、

童
画
の
大
壁
画

な
ど
を
取
り
入
れ
、

児
童
の
楽
し

い
ム
ー
ド
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
定
員
六
十
人
を

倍
の
百
二
十
人
収
容
す
る
乙
と
に

な
り
、
四
月
一
日
か
ら
関
所
し
ま

し
た
。

つ

少年選抜剣道チーム

第
十

六
回
全

国
少
年

選
抜
剣

道
練
成

大
会
が

三
月
三

十
日
茨

城
県
水

戸
市
で

行
わ
れ

ま
し
た

大
会
に

は
、
市

剣
道
協

会
チ
l

ム
(
監

督ん 瀬
渡

剣 さ

士
鹿
取
満
君
外
四
人
)
徴
神
堂
チ

ー
ム
(
監
督
、
加
治
木
義
行
さ
ん

剣
士
、
延
寿
寺
政
昭
君
外
四
人
)

の
ニ
チ

l
ム
が
選
抜
さ
れ
出
場
し

ま
し
た
。

大
村
勢
の
活
躍
が
目
覚
ま
し
く

全
国
二
百
五
十
八
チ
l
ム
の
中
か

ら
ベ
ス
ト
十
六
チ
l
ム
の
中
に
入

り、

市
剣
道
協
会
チ
l
ム
が
敢
闘

賞
を
受
賞
、
ま
た
個
人
優
秀
賞
を

野
口
健
司
君
が
受
賞
し
、
元
気
よ

く
帰

っ
て
来
ま
し
た
。

従
来
の
全
国
少
年
剣
道
練
成
大

会
か
ら
水
戸
東
武
館
創
立
百
一
年

の
再
出
発
に
あ
た
り
、
選
抜
大
会

と
し
て
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

今
ま
で
は
五
チ

l
ム
が
任
意
参
加

し
て
い
た
も
の
が
選
抜
方
式
に
改

め
ら
れ
ま
し
た
。

昭
和
田

L0
1
i
l
o
1
1
j
AV1
i
lo
0
1
3
1
0
1
45
1
0
1
2守

1
9
1
1
1
0
1
1
1
0
1
sf
l
o-
-
1
9
1
1
1
+
1
1

水

道

料

金取

り

ま

と

め

納

入

を

中央公民館へ移転

十
六
年
に

「少年センター」

設
置
さ
れ

た
少
年
セ

ン
タ
l
は

中
地
区
住

民
セ
ン
タ

ー
の
中
に
事
務
局
を
置
き
業
務
を

続
け
て
き
ま
し
た
が
、
四
月
一

日

か
ら
左
記
に
移
転
し
業
務
を
続
け

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
今
ま
で
以
上
に
ど

活
用
下
さ
い
。

ーー

郷

土

'-圃

い

よ

移
転
先

の

「入賞」おめでと
「
大
村
市
少
年
セ
ン
タ
ー」

市
久
原
郷
一
番
地

中
央
公
民
館
内

電
話
②

l
四
三
二一

票

が

土

台

石

切
の
結
成
に
、
ど
協
力
を
い
た
だ
い

》
て
お
り
ま
す
。

日

対

象

は
、
町
内
会
、
老
人
会
、

婦
人
会
、
子
供
会
な
ど
で
、

報
償

水
道
料
取
り
ま
と
め
納
入
団
体

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

4
周
年
を
迎
え
て

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
(
さ
く
ら

荘
)
で
は
五
月
一
日
開
館
四
周
年

記
念
行
事
と
し
て
、
老
人
演
芸
会

を
催
し
ま
す
。
当
日
は
、
老
人
(

六
十
歳
以
上
)
の
入
館
料
は
無
料

で
す
。

納
税
に
つ
い
て
お
願
い

今
月
は
固
定
資
産
税
第

一
期
の

納
期
月
で
す
。

納
期
限
は
四
月
三

十
日
で
す
が
、
窓
口
が
混
雑
し
ま

す
の
で
早
自
に
納
め
て
下
さ
い
。

税
金
の
前
納
に
対
し
て
は
前
納

報
奨
金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

一
期
の
納
期
分
を
納
め
る
際
に

あ
と
の
納
期
分
相
当
税
額
を
ま
と

め
て
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

金
は
一

件
に

つ
い
て
二
十
五
円
で

す
の
で
、

一
層
の
ど
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

詳
し
く
は
水
道
部
へ

(電
話
③

l
一
一
一
一
)

テ
レ
ビ
に
雑
音
が
入
勺
た
り

画
面
が
ゆ
れ
た
り
す
る
時
は

楽
し
く
テ
レ
ビ
を
見
て
い

る
時
に
雑
音
が
入
っ
た
り
、

画
面
が
ゆ
れ
る
こ
と
ほ
ど
不

愉
快
な
乙
と
は
あ
り
ま
せ
ん

ツ
マ
ミ
を
識
整
し
で
も
直

…

ら
な
い
時
は、

主
に
次
の
よ

う
な
原
因
が
考
え
ら
れ
ま
す

ω自
動
車
や
列
車
、
飛
行
機

な
ど
で
電
波
が
乱
れ
る
場

A
ロ

叫
テ
レ
ビ
と
ア
ン
テ
ナ
を
結

ん
で
い
る
フ
ィ
ー
ダ
l
線

が
は
ず
れ
か
か
っ
て
い
る

揚
合

同
真
空
管
の
故
障

凶
隣
り
近
所
で
小
型
モ

l
タ

-
(
直
流
)
を
使
用
し
て
い

る
場
合

(理
髪
、
美
容
院

歯
科
医
)

同
け
い
光
灯
の
故
障

附
高
周
波
ミ
シ
ン
か
治
療
器

を
使
用
し
て
い
る
所
の
近

所
の
人
。

い
ず
れ
の
場
合
も
最
寄
り

の
電
気
居
か
電
波
障
害
防
止

協
議
会
(
事
務
局
N
H
K
)

に
ご
相
談
下
さ
い
。
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お
し
ら
せ

募

集

置
市
奨
学
生
を
募
集

資
格
付
大
村
市
民
、
ま
た
は
そ

の
子
女
で
高
校
に
在
学
中
の
人

同
品
行
方
正
、
学
業
成
績
優
秀
且

つ
身
体
強
健
な
人

国
経
済
的
理
由
で
学
資
の
支
弁
が

困
難
と
認
め
ら
れ
る
人

貸
与
月
額
二
千
円

募
集
期
間
四
月
十
五
日

t
五
月

十
日

手
続
各
高
等
学
校
ま
た
は
市
教

育
委
員
会
事
務
局
に
出
願
書
類

が
あ
り
ま
す
の
で
各
高
等
学
校

長
を
経
由
し
て
提
出
す
る
乙
と

※
詳
し
く
は
市
教
育
委
員
会
庶
務

課
へ

圏
昭
和
五
十
年

国
勢
調
査
ポ
ス
タ
ー

標
語
募
集

ポ
ス
タ
ー
応
募
要
領

ー
、
用
紙
規
格
は
A
二
判

(
色
。
喜
×

m
E言
)
か
B
二
判

(
白
日
言
×
芯
∞
言
)
と
す
る

2
、
色
彩
は
自
由

b
長
N
J込
回

一

q
月
2
-

b
/
(
川
お
ら
一

長

~
4
5
一

3
、
原
関
に
は
「
国
勢
調
査
こ

「
昭
和
五
十
年
」
「
十
月
一
日
」

「
総
理
府
統
計
局
」
の
文
字
を

必
ず
入
れ
る
こ
と

4
・
応
募
者
の
住
所
、
氏
名
を
裏

面
に
必
ず
記
入
す
る
乙
と
。

小
・
中
学
生
の
場
合
は
在
学
学

校
名
、
学
年
も
記
入
す
る
こ
と

5
、
締
切
五
月
二
十
六
日
(
月
)

賞
金
及
び
賞
品

-
一
般
の
部

特
選
(
総
務
長
官
賞
)
一
人

副
賞
二
十
五
万
円

入
選
一

席

一
人
副
賞
十
万
円

入
選
二
席
二
人
副
賞
五
万
円

2
、
中
学
生
の
部

特
選
(
総
務
長
官
賞
)
一
人

副
賞
、
ラ
ジ
オ
付
カ
セ
ッ
ト

テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー

入
選
一
席
三
人
副
賞
写
真
機

入
選
二
席
十
人
副
賞
国
語
大

t
T
E、

主
可
且
ノ

佳

作

多

数

記

念
品

3
、
小
学
生
の
部

特
選
(
総
務
長
官
賞
)
一
人

副
賞
顕
微
鏡

入
選
一
席
三
人
副
賞
ト
ラ
ン

ジ
ス
タ
ラ
ジ
オ

入
選
二
席
十
人
副
賞
ア
ル
バ
ム

佳

作

多

数

記

念

品

標

語応
募
要
領

ー
、
官
製
は
が
き
を
用
い
一

枚
に

一
点
の
み
記
入
す
る
こ
と

2
、
文
字
は
か
い
書
で
は
っ
き
り

書
く
乙
と

3
、
応
募
者
は
住
所
、

氏
名
を
必

ず
記
入
す
る
こ
と
。

小
、
中
学
生
の
場
合
は
在
学

学
校
名
も
記
入
す
る
乙
と
。

五
月
二
十
六
日
(
月
)

4
、
締
切

賞

金
入
選
三
人
各
一
万
円

佳

作

多

数

記

念

品

応
募
作
品
の
送
付
先

一T1
6
2
東
京
都
牛
込
局
区

内
総
理
府
統
計
局

入
選
作
品
の
発
表

六
月
二
十
五
日
付
官
報
に
発
表

入
選
者
に
は
別
途
通
知
し
ま
す
。

問
合
せ
先
国
勢
統
計
課

電

話

二

O
二
l
一
一
一
一

内
線
二
六
八
ま
た
は
二
七
四

圃
海
上
保
安
学
校

学

生

を

募

集

受
験
資
格

昭
和
二
十
六
年
四
月
二
日
以
降

に
生
ま
れ
た
男
子
で
高
卒
者

受
付
期
間

四
月
十
八
日

t
五
月
九
日

申
込
、
そ
の
他
問
合
せ
先

佐
世
保
市
干
尽
町
四
番

一
号

佐
世
保
海
上
保
安
部

電
話
@
四
八
四
二

圃
妊
婦
教
室

お
な
か
の
中
の
赤
ち
F

ん
の
様

子
は
い
か
が
で
す
か
。

早
く
赤
ち

ゃ
ん
の
顔
を
み
た
い
と
待
ち
望
ん

で
お
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
が
、

お
産
ま
で
、
楽
し
み
に
し
て
い
て

下
さ
い
。
そ
れ
ま
で
の
問
、
あ
な

た
は
、
生
れ
て
く
る
赤
ち
ゃ
ん
の

た
め
に
、
心
を
安
ら
か
に
、
元
気

で
過
せ
る
よ
う
健
康
に
注
意
し
、

そ
し
て
母
親
に
な
る
た
め
の
心
が

ま
え
と
、
知
識
を
身
に
つ
け
ま
し

ょ
う
。
ど
ん
な
小
さ
な
相
談
に
も

応
じ
て
い
ま
す
。
初
め
て
お
産
さ

れ
る
人
は
で
き
る
だ
け
ご
出
席
下

z-

、。
、r

、，わ
u

‘

場

所
時

間

市
役
所
健
康
相
談
室

午
後
一
時
か
ら

i葺

習

ぷ』
コ玄

圏
運
転
者
講
習
会

春
の
交
通
安
全
運
動
が
五
月
十

表妊 婦

li U 内容
5月7日|。知っておきたい母と子のための制度

io妊娠中の保健(乳房マッサージの実習〉

l。安産のために(補助動作、 妊婦体操の実習)
5月14日|。産後の保健

|。育児(赤ちゃんの入浴のさせ方の実習)

5月21日|。家庭のしあわせのため削家族計画)
10妊娠中の栄養のとり方(負血食の実習)

母子健康手l院をど持参下さい。

程日室教一
一
日
か
ら
二
十
一
日
ま
で
行
わ
れ

ま
す
が
、
そ
の
一
環
と
し
て
運
転

者
講
習
会
が
次
の
と
お
り
開
催
さ

れ
ま
す
。
ぜ
ひ
受
講
し
て
下
さ
い

圃
手
編
教
室

※ 

か
ぎ
編
み
、
棒
編
み
、
ア
フ
ガ

ン
編
み
の
基
礎
か
ら
応
用
ま
で
、

初
心
者
を
対
象
に
行
い
ま
す
。

日
時
五
月
二
日

l
九
月
十
九
日

毎
月
第
一
・
三
金
曜
日
、
午
後

一
時
三
十
分
1
三
時
三
十
分

場
所
中
央
公
民
館

対
象
及
び
定
員
婦
人

三
十
人

受
講
料
無
料
(
教
材
費
は
実
費
)

講
師

鎌
田
昌
子
先
生

申
込
四
月
二
十
八
日
(
当
日
消

印
有
効
)
ま
で
に
、
往
復
は
が

き
に
住
所
、
氏
名
‘
生
年
月
日

職
業
、
電
話
番
号
を
記
入
し
て

申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

多
数
の
場
合
は
抽
せ
ん
で
す
。

申
込
先
中
央
公
民
館

「
手
編
教
室
」
係

運転者講習 会日程表

11 13日

館

掛

川

パ

川

島

坪

一

一

議

詰

ホ

ホ

会

情

錨

諸

国

民

H

鈴

市

今村公民

/ノ

瀬

浦

田

古田一

中

西大村

般

央

鈴
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講

各
界
の
知
名
士
お
よ
び

大
学
教
授
な
ど

申

込

四

月
三
十
日

(
当
日
消

印
有
効
)
ま
で
に
、
往
復
は
が

き
に
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日

職
業
、
電
話
番
号
を
記
入
し
て

申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

多
数
の
場
合
は
抽
せ
ん
で
す
。

申
込
先

久
原
郷
一

の一

中
央
公
民
館

「
生
き
が
い
論
講
座
」係

電
話
②
l
四
三
二

一

師

園
生
き
が
い
論
講
座

催

も

の

し

市政だより

真
剣
に
生
き
て
い
る
各
界
先
生

の
身
近
な
実
践
的
、
私
の
生
き
が

い
論
、
を
聞
き
、
人
間
の
幸
福
と

は
何
か
、
そ
し
て
自
分
の
生
き
が

い
に
つ
い
て
考
え
る
講
座
を
聞
き

ま
す
。

日

時

五

月

i
十
二
月
ま
で
毎

観

光

協

会

で

は

、
つ
つ
じ
祭
り

月

一

回

、

第

三

水

曜

日

、

午

後

の

一

環
行
事
と
し
て
恒
例
の
大
撮

一
時
三
十
分

i
三
時

三

十

分

影

会

を

次

の

と

お

り

開

催

し
ま
す

場

所

中

央

公

民

館

多

数
ご
参
加
下
さ
い。

対

象

一

般
成
人

な
お
、
当
日
の
作
品
以
外
に
春

定

員

五

十

人

の

大

村

公

園

の

風

物

や

ス

ナ

ッ

プ

受
講
料
無
料

作
品
も
応
募
対
象
と
し
ま
す
。

社
会
福
祉
事
業
費
へ
松
さ
ん
'
は
亡
妻
ス

エ
さ
ん
の
忌
ム
ダ
ン

シ
ン
グ
ク
ラ
ブ
会
員
の
皆
川

一

金

一

封

明

に

さ

ん

山
• 

ト

ム
玖
島
郷
の
川
崎
紀

ム
上
久
原
の
尾
崎
繁
さ
ん
は
亡
母

ム
杭
出
津
郷
の
川
本
の
り
子
さ
ん

γ

υ
男
さ
ん
は
亡
母
ツ
ブ
デ
さ
ん
の
忌
明
に

A
市
連
合
婦
人
会
の
皆
さ
ん
は
不

山

ま

、

ル
さ
ん
の
忌
明
に
ム
池
田
郷
の
前
田
登
さ
ん
は
亡
父
用
品
交
換
会
の
収
益
を

い

ム

富
ノ
原
の
片
倉
己

百

作

さ

ん

の

忌

明

に

ム

本
町
四
丁
目
の
本
田
十
五
郎
さ

~

さ

助

さ

ん

は

亡

母
シ

ム
並
松
郷
の
中
日
未
勝
さ
ん
は
亡
ん
は
社
会
福
祉
事
業
費
と
交
通
〉

d

』

H

-
つ
パ
さ
ん
の
忌
明
に

父
馬
吉
さ
ん
の
忌

明

に

遺

児

見

舞

金

と
し
て

と

A
日
泊

郷

の

古

薗

敏

ム

西

大

村

婦

人

会

の

皆

さ

ん

子

供
の
家
へ
ご
預
託

、

か

孝

さ

ん

は

亡

父

栄

A
市
農
業
者
連
絡
協
議
会
で
農
業
ム
片
町
の
善
明
浩
之
さ
ん
は
拾
得
山

文
化
祭
を
催
さ
れ
農
産
物
の
り

日

さ

ん

の

忌

明

に

良

金

の

報

労

金

を

安

売

会
に
よ
る
利
益
金
の一

部
を

~

休

ム

下

諏

訪
の
中
島

キ
ム
大
村
商
工
会
議
所
の
富
永
嘉
月
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
へ

山

寄

ヨ

さ

ん

は

亡

父

仁

さ

ん

・

ム
上
杭
出
津
の
富
永
祐
吉
さ
ん
は
い

d

』

兵
衛
さ

ん

の

忌

羽

川

-

一

乙

，

日

ム

大

村

ロ

ー

タ

リ

ー

ク

ラ

ブ

の

海

米

寿

記

念

と
し
て

一

l

江
田
千
秋
さ

ん

ね

た

き

り

老

人

へ

，

ム

森

園

郷
の
田
中
鶴

交
通
遺
児
見
舞
金
と
し
て
金
一
封

A
西
大
村
婦
人
会
で
は
オ
ム

ツ
を

川

圏
つ
つ
じ
祭
り

大

撮

影

会

日

時

五
月
三
日

(祭
日
)
午

前
十
時
三
十
分
(
小
雨
決
行
)

集
合
場
所

市
観
光
協
会
前

規
定カ

ラ
l
ス
ラ
イ
ド
の
部

三
十
五
ミ
リ
版
以
上

カ
ラ

l
プ
リ
ン
ト
の
部

一一
E
版
以
上
回
ツ
切
版

ま
で

賞

各

部
ご
と
推
せ
ん
一

特
せ
ん

こ

そ
の
他
多
数
準
備

作
品
発
送
先
市
商
工
観
光
課

締
切

五

月
三
十

一
日
(土
)

当
日
消
印
有
効

な
お
、
入
賞
作
品
の
版
権
は
.

主
催
者
に
帰
属
し
ま
す。

選
外
作
品
は
、
返
信
料
貼
付
の

封
筒
提
出
者
の
み
返
送
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
市
商
工
観
光
課

へ

電
話
③
l
四

一
一
一

親
子
読
書
に
つ
い
て

卓
話
と
座
談
会

五
月

一
日
か
ら
十
四
日
ま
で
、

全
国
的
に
子
供
の
読
書
週
間
が
実

施
さ
れ
ま
す
。

乙
の
週
間
行
事
の
一
つ
と
し
て

次
の
と
お
り
卓
話
と
座
談
会
を
聞

き
ま
す
の
で
多
数
ご
来
場
下
さ
い

日

時

五
月
七
日

(
水
)

午
後
二
時
三
十
分

i
四
時

場

所

中
地
区
公
民
館

草
間
骨
幅
岬

-
5
8
 
日
本
親
子
読
書
セ
ン

タ
ー

斉
藤
尚
吾
さ
ん

ス

ポ

‘Y 

婦
人
軟
式
テ
ニ
ス
教
室

対

象

家

庭
婦
人

内

容

初
心
者
を
対
象
に
ラ
ケ

ッ
ト
の
握
り
方
か
ら
簡
易
ゲ
ー

ム
が
で
き
る
ま
で
個
別
指
導

日

時

毎
週
水
曜
日

午
前
十
時

t
正
午

場

所

市

営
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

(ボ
l
ト
場
横
)
に
集
合

期

日

五
月
七
日
1
七
月
九
日

募
集
人
員
二
十
人
(
先
着
順
)

参
加
料

無
料

講

師

大

村

市

庭
球
協
会
員

申
込
期
日

四
月
三
十
日
ま
で

申
込
方
法
は
が
き
か
電
話
で、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
を
市
教
育

委
員
会
体
育
課
へ。

園
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の

登
録
を

本
年
度
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の

団
員
名
簿
と
更
新
登
録
の
手
続
き

を
次
の
と
お
り
受
け
付
け
ま
す
。

登
録
が
漏
れ
る
と
解
団
と
み
な

さ
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
な

ど
に
出
場
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

な
お
、
団
員
名
簿

・
登
録
用
紙

は
市
教
育
委
員
会
に
あ
り
ま
す
。

提
出
期
限
四
月
二
十
一
日

I
五

月
三
十
一
日

対

象

小
学
四
年
生
以
上
中
学

三
年
生
ま
で
の
男
女

提

出

先

市
教
育
委
員
会
体
育
課

の

他

そ
園
大
村
史
話
(
下
巻
)

頒

布

中

大
村
史
話
(
下
巻
)
の
残
部
が

あ
り
ま
す
の
で
、
希
望
者
は
中
央

公
民
館
内
松
尾
ま
で
お
い
で
下

さ
い
。

大
村
史
話

頒
布
価

下
巻

四
百
五
十
二
ペ

ー
ジ

千
五
百
円

圃
国
立
大
村
病
院
の

名
称
が
変
り
ま
す

四
月
一
日
か
ら
次
の
と
お
り
名

称
が
変
更
し
ま
す
。

新
名
称
国
立
長
崎
中
央
病
院

付
属
看
護
学
校

旧
名
称

・国
立
大
村
病
院

付
属
高
等
看
護
学
院

も
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